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高病原性鳥インフルエンザの発生に伴う農林水産省の対応 

 

今般、平成 22 年 12 月 17 日付け 22 消安第 7573 号、同日付け第 7575

号及び 12 月 20 日付け 22 消安第 7587 号をもって農林水産省消費・安

全局動物衛生課長から別添写しのとおり通知がありましたので、貴会関

係者に周知方お願いします。 

なお、このたびの通知は、①先にメールでご連絡したとおり富山県の

動物園で飼養されていたコブハクチョウの死体が、県の簡易検査で高病

原性鳥インフルエンザウイルスに感染の疑いがあったことから、動物園

や鳥類を展示している施設に対し、飼育鳥の野鳥・野生動物との接触防

止、一般市民の給餌等での接触防止、飼養場所等の定期消毒、定期健康

観察と異常時の家畜保健衛生所への速やかな通報実施の指導について、

②また、韓国における同病の発生について、これまで発生した H７N7

亜型（10 月 18 日）、H7N6 亜型（11 月 5 日）とは異なる H7H2 亜型の

弱毒タイプのウイルスが新たに確認された旨の韓国家畜衛生当局からの

情報の提供とともに、引き続き各農場への適切な指導について、③さら

に、上記①について H5 亜型（強毒タイプ）のウイルスが分離されると



ともに、環境省から鳥取県で回収したコハクチョウの衰弱した個体につ

いて、鳥取大学で検査をしたところ H5N1 亜型（強毒タイプ）であった

旨公表されたので、飼養衛生管理の徹底、的確な病性鑑定の実施、危機

管理体制の点検の強化等国内防疫の再徹底について、それぞれ各都道府

県畜産主務部長に対応を求めたので、本会に対して家畜防疫の重要性を

十分理解の上、本会会員等に対する周知とともに適切な対応についての

指導が依頼されたものです。 

 

 

本件内容の問合せ先 
 日本獣医師会事業担当 駒田 
 TEL 03－3475－1601 




















